
月
９
日
、「
白
石
市
総
合
防

災
訓
練
」
が
メ
ー
ン
会
場
で

あ
る
小
原
小
中
学
校
な
ど
で
行
わ
れ

た
。「
午
前
８
時
ご
ろ
、
宮
城
県
南

部
で
震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生
」。

こ
の
想
定
を
も
と
に
、
各
自
主
防
災

組
織
や
各
自
治
会
が
独
自
に
シ
ナ
リ

オ
を
作
成
し
、「
避
難
・
安
否
確
認

訓
練
」
や
「
避
難
所
開
設
・
運
営
訓

練
」
な
ど
を
実
施
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
24
年
４
月
に
導
入

し
た
防
災
メ
ー
ル
で
直
ち
に
市
職
員

を
非
常
招
集
。
午
前
８
時
25
分
、
災

害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
Ｍ
Ｃ
Ａ

無
線
で
各
地
区
公
民
館
な
ど
か
ら
施

設
被
害
状
況
や
職
員
の
参
集
状
況
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。
各
自
主
防
災
組

織
や
各
自
治
会
で
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
要
援
護
者
の
安
否
を
確

認
。
各
消
防
団
と
と
も
に
、
被
害
状

況
の
調
査
や
避
難
誘
導
な
ど
を
開
始

し
た
。

　

市
職
員
は
、「
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
基
づ
き
、
情
報
収
集
や
伝
達
、
避

難
路
確
保
か
ら
始
ま
る
さ
ま
ざ
ま
な

初
動
対
策
を
開
始
。
各
指
定
避
難
所

に
事
前
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
避

難
所
開
設
担
当
職
員
は
、
各
自
主
防

災
組
織
や
各
自
治
会
と
と
も
に
、
避

難
所
の
開
設
・
運
営
を
行
っ
た
。

　

市
で
は
、
毎
年
６
月
に
メ
ー
ン
と

な
る
重
点
地
区
を
定
め
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
。
平
成
24
年
か
ら
は
、
東

日
本
大
震
災
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

課
題
を
教
訓
に
、
市
や
消
防
団
、
各

　今回の訓練で具体的な避難所開設の手順や応急処理などを学び、参加した人たちの
意識がこれまで以上に高まったのではないかと思います。訓練に当たり、当自治会では、
いざという時に備え、独居老人や要介護者の救出を行うための役割分担を決め、「誰が
安否を確認するか」、「どういう経路で搬出するか」などを決めました。また、留守に
することが多い世帯のために、全戸の第一通報先を確認。連絡先を全戸配布し、有事に備えることにしました。
こうした自治会単位のつながりを持つことが、地域での減災につながるのではないでしょうか。

地域の人を知ることで支え合う
赤井畑自主防災会長　赤

あか

井
い

畑
はた

柳
りゅう

二
じ

さん

６

東日本大震災の教訓から、より実践的な訓練と備えを！

平成25年度白石市総合防災訓練を実施
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自
主
防
災
組
織
、
各
自
治
会
な
ど
と

の
連
携
に
よ
る
初
動
体
制
の
強
化
を

目
指
し
、
重
点
地
区
以
外
の
す
べ
て

の
指
定
避
難
所
に
お
い
て
も
「
避

難
・
安
否
確
認
訓
練
」
や
「
避
難
所

開
設
・
運
営
訓
練
」
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
各
指
定
避
難
所
ご
と

に
避
難
す
る
自
治
会
を
指
定
。
避
難

指
定
自
治
会
の
皆
さ
ん
や
、
指
定
避

難
所
と
な
っ
て
い
る
小
中
学
校
の
教

職
員
な
ど
施
設
を
管
理
す
る
皆
さ
ん

と
、訓
練
前
に
「
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
内
容
と
訓
練
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
行
い
今
回
の
訓
練

に
臨
ん
だ
。

　

訓
練
に
は
、
メ
ー
ン
会
場
の
小
原

小
中
学
校
や
各
指
定
避
難
所
な
ど
に

２
、５
０
０
人
を
超
え
る
市
民
の
皆

さ
ん
な
ど
が
参
加
。
真
剣
な
表
情
で

訓
練
に
臨
み
、
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
た
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

よ
る
訓
練
に
加
え
、
陸
上
自
衛
隊
に

よ
る
食
糧
配
給
訓
練
や
、
東
北
電
力

株
式
会
社
白
石
営
業
所
に
よ
る
停
電

復
旧
訓
練
、
東
日
本
電
信
電
話
株
式

会
社
仙
南
営
業
支
店
に
よ
る
特
設
公

衆
電
話
設
置
訓
練
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
も
寄
せ
ら
れ
た
。
市
で
は
、
い

ざ
と
い
う
時
、
対
応
で
き
る
防
災
体

制
の
構
築
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
防
災
に

取
り
組
む
た
め
、
今
後
の
訓
練
に
生

か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　今回の訓練は、本番さながらの訓練で自分たちの命
や財産を守ること、互いに助け合うことが大切だとい
うことを気づかせてくれました。
　地震や火災といった災害が多いので、いざという時
に備え、こうした本番さながらの訓練を繰り返し行うことが重要。訓練の反
省を踏まえ、これからの活動に活かしたいと思います。

繰り返しの訓練が重要
塩倉自主防災会長　佐

さ

久
く

間
ま

　務
つとむ

さん

1_「一時避難訓練」。隣近所の人たちと声を掛け合う参加者　2_「煙中通過訓練」。校庭に設置した煙中体験ハウスを通り煙の
怖さを体験　3_「救急応急処理訓練」。応急担架の作成方法や応急処置の方法を学ぶ　4_「初期消火訓練」。消火器とバケツリレー
で消火を体験

１
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